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   "Urobiotic" is a combination of antibiotic (oxytetracycline  HC1), chemotherapeutic (sulfa-
methizole) and analgesic (phenazopyridine HC1) agents designed specifically for urinary 
tract infections. 
   Twenty patients with various urinary tract infections were treated with "Urobiotic" in 
this study. The dosages were 1 capsule 4 times daily in 8 cases and 2 capsules 4 times 
daily in the remaining 12 cases, both of which continued for 5 to 7 days. 
   The effects thus attained are summarized as follows  : 
   In patients with acute cystitis,  "Urobiotic" was notedto be effective in 4 out of 5 cases 
in which 4 capsules daily were given, and in all of 6 cases in which the dosage was 8 cap-
sules daily. 
   In chronic urinary infections, consisting of 6 cases of chronic cystitis and 3 cases of 
chronic pyelonephritis,  "Urobiotic" was noted to be not effective in all of 3 cases in which 
the dosage was 4 capsules daily, but effective in 4 out of 6 cases in which 8 capsules daily 
were given. 
   As side effects, mild gastric discomfort was noted in only 1 patient who was given 8 
capsules daily. 
   In conclusion, "Urobiotic" was believed to be an effective remedy not only for acute 








発 され,1959年頃 より臨床的 に使用 されてい る
もので あるが,今 回,我 々は,台 糖 ファイザー
株式会社 よ り本薬剤 の提供を受け,岩 手医大泌
尿器科を訪れた諸種 の尿路感染症例に対 して使





Urobio.tic1カプ セル 中 に 含有 され て い る薬 剤 の 組
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少 ない治験例数 ではあるが,我 々の得 た成績
か ら見て もUrobioticは尿 路感染症 に対 して広
く有 用であ るといえ よう.か つ,尿 路鎮痛剤 を
含有 してい るためか,急 性膀胱炎 の症例 では早
い ものは服 用を開始 してか らわず か数時 間で著
明な症状 の緩解 を見 た報告例 も少 な くない.
外 国 文 献 で の 本剤 の 治 験 成績を 見 る と,
Lally(1959)は,29例の急性尿路感染症 の治
験 で治癒26例,改 善2例,無 効1例 の好成績 を
得 てお り,11例 の 慢性尿路感染症で は 治癒2
例,改 善6例,無 効2例 で,全 例(40例)の29
例(72%)に 治癒 を見,無 効 の ものは3例(8
%)に す ぎ なかつた と報告 してい る.Naga・
matsu(1959)の報告では,急 性尿路感染症25
例中,治 癒17例,改 善4例,無 効4例 で,慢 性
尿路感染 症の42例では,治 癒14例,改 善24例,
無効4例 で,全 例(67例)の31例(46%)に 治
癒,28例(42%)に 改善 を見,無 効 の ものは8
例(12%)に す ぎなかつた と報告 してい る.ま
たValdes(1959)は,急性 お よび慢性尿路感
染症 を含 めた37例中の31例に好結果 を得 た と報
告 してい る.以 上 の報告例 を見 て も,Urobiotic
は,諸 種 の尿 路感染症 に対 して広 く有効 な薬剤
であ るといえ よう
本 剤の副作 用 または毒性 に関 しては,我 々の
経験 例で も1例(5%)に 胃部 不快 感を訴 えた
ものがあつたのみであつたが,ス ル フォ ンア ミ
ド剤 を含有 してい る関係上,慢 性 糸球体 腎炎,
肝炎,肝 機能 不全,尿 毒症 または閉塞性尿路障
碍 のある場合 には本 剤 の使用 はさ しひかえ るの
が安全 であろ う.ま た,本 剤 に よるア レルギー
反応や特異体質 に よる反応 は,極 く稀 に しか起
らない と いわれ るが,そ の 徴候 の ある 場合に
は,早 急に 投与を 中止 すべ きで ある.な お,
PfizerLaboratoriesの本剤使用指針 に よれ ば,
Oxy,tetracyclineは,骨形成組織に 安定性 の
Calciumcomplexを形 成す る 可能性が あ り,
これ は,人 体 には何 ら有害 な もので はないが,
妊娠末期,新 生児期 または幼児期 の様 な歯 の発
育期 に使 用す ると,歯 が灰褐色 に変色す る事が
あ り,こ れ は,通 常,長 期使用 に際 して見 られ
るものであるが,時 には通常量 の短期使用 に際













投与を 行なつた3例 は いずれも無効であつた
が,1日8カ プセルの投与を行なつた6例では
4例(67%)に治療効果を認めた.
4)副作用は殆んどな く,1例 に軽度の胃部
不快感を認めたのみであつた.
以上の成績からみて,本 剤は急性膀胱炎のみ
ならず,慢 性尿路感染症に対 しても高率に有効
であり,特に1日8カ プセルの投与の場合にそ
の効果は顕著であり,本剤は優れた尿路感染症
治療剤であると考える.
(1965年4月5日特別掲載受付)
